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この調査報告書は一般国道352号改良工事に伴い、昭和60年度に引続き

県土木部より委託を受け実施した「三貫梨遺跡」の第 2次発掘調壺の記録

である 。

第2次発掘調査地は第 1次発掘調査地に隣接する地で、今回の発掘調査

から中世の陶磁器や建物跡等が確認され、第 1次調査の結果と合わせ中世

の人々の生活や文化の一端が明らかになり、貴重な成果をおさめることか

できた。

この記録が地域の文化財に対する理解と認識を深め、また学術研究のた

めに活用され役立つことを願っております。

なお、今回の調査に当たり、多大な御援助、御協力を頂いた県教育委員

会はじめ県土木部監理課、長岡土木事務，升工務第 1課および関係各位に対

し、心からお礼を申し上げます。

昭和62年 3月

長岡市教育委員会

教育長丸 山 博
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1 . 本書は国道352号の改良工事に伴 って実施した新潟県長岡市栖吉町字清水田 （通

称 「三貰梨」）に所在する三貫梨遺跡の第 2次発掘調査の記録である 。

2. 発掘調査は新i潟県の委託を受けて、長岡市教育委員会が調査主体となって実施し

が~ o 

3. 遺跡 ・遺構の写真撮影・測量及び遺物の整理から図版の作成まで、駒形を中心に

調杏従事者の全員が当た った。

4. 出土陶磁器をはじめ、出土品の多〈は手塚直樹氏 （鎌倉考古学研究所）より産地

同定および時間的同定についての御教示 ・御指尊をいただいた。

5 . 本書は整理調査補助貝の助けを借りながら、駒形が執筆したものである 。

6. 挿図のうち、断面図わきの数字は標高を示す。単位はメートルである 。

7. 発掘調査から本書の作成まで、次の方々や機関をはじめ、多くの方々から御教示

・御指導 ・御協力を賜った。衷心からお礼を申し上げます。 （五十音順・敬称略）

阿部洋輔甘粕健家田順一郎稲）11明雄金子達坂井秀弥寺崎裕助戸根与

八郎田村裕中島栄一中野登任鳴海忠夫藤木久志若松茂

栖吉町町内会 新潟県長岡土木事務所

8. 第2次発掘調査の体制

調査主体者長岡市教育委員会 （教育長 丸山博）

調査担当者 駒形敏朗（長岡市教育委員会）

調査補助員 小林義広 （昭和61年 6月3日-11月5日＝うち 8・9月を除〈 ）

整理調査補助員 小熊博史（新潟大学研究生）、冨田和気夫・小林隆幸（新潟大学学生）

調査事務局 田中岬 （長岡市教育委員会社会教育課長）、清水正一 （同課課長補佐）

鈴木孝行 （ 同課庶務係長 ） 、芳賀代志榮• 松田英也（同課課貝 ）
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I . はじめに

1. 調査に至るまで

三且梨追跡は国道352号のバイパス工事に先立って逍跡の一部を発掘調査して、記録を保

在することになった遺跡である 。昭和60年度には「遺跡カード」で城跡とされていた箇所を対象

に調査を実施し、調査地が城跡ではなく中世の墳墓群であることを確認した。パイバス工事の関

係で昭和60年度の調査は墳船が存在した地域に限られた。このため、以前から珠洲系土器が

発見されている 「大銀杏」付近の発掘調査は昭和61年度に行うことになり、昭和60年度調在

を第 1次、翌61年度調査を第 2次調企と分別した。第2次調在の対象地は第 1次調査地より

も束の栖吉寄りの地で、樹齢数百年の「大銀杏」かそびえている 。なお、第 2次調査に先立

って、昭和60年 9月に新潟県教育庁文化行政課戸根与八郎主任の指導で実施した試掘調査で

珠洲系陶器、青磁の香炉破片などと柱を検出し、この付近に館跨の存在が予測された。

2. 調査の経過

三貫梨逍跡の第 2次調企は 6月3日に現場事務所を開設し、調査機材等を運び込むことか

ら始まった。調壺対象地は試掘調査で逍物が出土した範囲およぴ地形等を考慮して、文化行

政課戸根主任のご指導で伝説の大銀杏の付近を中心に設定した （第2図） 。また、調査地が

水田のため、調査用排水路を設ける 。そして、 5日の朝には調査に従事する者が全員集まり、

社会教育課長の挨拶を受けた後、調在上の注意事項等 （安全衛生を含む）を確認し、約 2ケ

月間にわたる調査にはいる 。調査グリ ットは20mごとに龍かれている国道法線の中心杭を利

用して設定した。グ リ ノト名称は中心杭の番号をそのまま使用した。

調査は10-30cmの表土を除去して、 地山面での逍構確認作業を第一にして始める。発掘残

土はクローラーダンプ（図版第 2図）と一輪車で排出する 。6月中旬には試掘調査で柱を検

出した49G付近の遺構確認に入り、柱および柱穴が49Gを中心に確認され始める 。下旬には

第1・2号井戸跡のプランが確認され、手掘りによる発掘を行う（図版第 2図） 。7月上旬

に表土の発掘か終わり、遺構の発掘班と合流する 。 7月8日、 7間X3間の東西に長い掘立

柱の建物跡を、 48Gから49Gにかけての範囲で想定する （第1号建物跡）。 中旬に三打梨の

屋敷内を区画する東 ・西の堀跡のプランが確認され、これを発掘する。 7月15日、戸根主任

から現場で多岐にわたってのご指導を受ける 。特に井戸跡の発掘方法が危険であるとの指摘

を受け、未発掘の第 3 号井戸跡の発掘は重機を使用し て行う。遺構の確認 • 発掘は 7月下旬

には終わり、逍構群全体の写真撮影および平板測贔を28日までに終え、 29日には次の調杏地

（横山遺跡）へ調在機材を移動し、ここに三貫梨遺跡第 2次調査を完了する 。

-1-



II. 環 境

三乳梨逍跡か所在する長岡市栖吉地区か、中世の中越地方に勢力を誇った古志長尾氏の根

拠地であり、前面に立ちふさかる悠久山によ って天然の要害のようにな っていることなどは、

既に第 1次調査の報告粛 (JI:)で触れた通りである ここでは試掘調杏で得られた情報を中

心に第 2次調杏地のようすをみることにしよう 。

第2次調杏地は第 1次調介地より束に寄ったところで、第 1次調査地の北を流れる沢の谷

頭に近く、悠久山の南の裾か迫っているところである ここには伝説に登場する大銀杏がそ

びえ、東隣には地蔵葬をまつ った堂かある 。大銀杏の北側や地蔵堂の東側には沢が入り、大

銀杏から南の第 2次調介地にかけての地域が周辺よりも一段地形的に高くな つていると、試

掘調在で予測された 大鍬杏付近の水田から珠洲系掏器などのカワラカケが採集されている

なお、大銀杏には三闘梨に館を構えた金原大膳の女で、彦佐親王の乳母か親王のために立

てた杖か銀杏になり、乳を出したという、話か伝わ っている 。

註 駒形敏朗他 「三 ［［梨逍跡ー第1次発掘調在ー」 長岡市教育委員会 昭和61年

第 1図遺跡位置図 (1/50,000長岡）

1 . 三貫梨 2. 栖吉城 3. 柿城 4. 町田城 5. 中沢城（館）

6. 上條城（館） 7. 柿館
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III. 遺 構

第2次調査で検出した遺構は掘立柱建物跡 1、礎石建物跡 2、柱穴約470(柱の一部が残っ

ていた柱穴27)、井戸跡 3、それに堀跡 2などがあり、柱穴の一部が第 2号堀跡よリ束にあ

る外は、約86mの距離かある東西の堀跡に囲まれた中にあ った （第3図）。

なお、第 3図で柱および礫は黒〈塗り、柱が残 っていた柱穴は P、柱穴でも第 1号建物跡

に関係するものと、第 6図で示したものは P98などと番号を貼付して、礫と分別した。また、

第4・6図での柱の位置は縦線のスクリーントーンで示した。

1 . 第 1号建物跡 （第 4図）

48・49Gを中心に約470もの柱穴がある力＼建物を想定できたのは48・49Gに位置する掘立

柱式の第 1号建物跡だけである 。建物は桁行か 7間、梁行か 3間の東西棟建物である 。この

建物の北東の北辺に梁行 1間、桁行2間の張り出しを加えることもできよう （第4図）。 第

1号建物跡の柱間寸法は桁行が1.6-1.8m、梁行が南から1.6m ・2.5m・2mと、不揃いで

ある 。第1号建物跡を構成する柱穴は直径25-40cm、深さ40-80cmの規模のものかほとんど

である 。この内、 P48・P68の2本の柱穴の上面に炭化材か横たわ っていた （図版第 5図 ・

第6図） 。これは焼け落ちた柱材かと思われる 。P48・P68の焼けた柱の他には、第 1号建

物跡の柱穴からは柱そのものの出土はなか った。

また、第 1号建物跡の東隣りに第 2号井戸がある 。この井戸跡の付近を建物の水屋として

検討したが、柱穴の対応関係にかなり無理があること、柱間寸法が建物のそれと大きく異な

ることなどから井戸を建物に取り込むことはしなか った。しかし、第 1号建物跡と第 2号井

戸跡との関係は、屋敷跡を復元する際には考慮しなければならない事柄であろう 。

2. 第 2• 3号建物跡 （第5図）

この 2軒の建物はいずれも礎石柱の建物跡で、第 2号は49Gで第 1号建物跡の束辺と、第

3号は48Gで第 1号建物跡の南西でそれぞれ重複していた。建物の規模は第 2号が桁行2間

(3.6m) X梁行 1間 (3.6m)、第 3号も桁行 2間 (4.8m)X染行 1間 (3.6m)で、若干

第3号の方が大きい。なお、 2軒の桁行の柱間寸法は、第 2号が約1.8mづつで、第 3号の柱

間は北側で2.3m、南側で2.5mを測る 。第2号の礎石は高さ 5cm、径40-70cmの不整円形を

呈する基培上の数個の小石である。基培は地山の黄褐色土と表土の黒色土とを交互に叩き締

めた版築であった。第3号は人頭大の礫を 2-3個並べているだけで、簡素な建物と思われ

る。また、第 3号の桁行の中柱の礎石は柱穴の中にあり、 この中柱は第 3号建物として使用

-4-
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されず、 4本の杜たけたった可能性もある

なお、第 2・3号建物跡は三 闘梨で多い柱穴で構成する掘立柱式の建物でなく、大銀杏の

束隣りにある地蔵常に建物の規校か類似していることなどから、礎石建物跡は近世において

地蔵党の前身だった可能性も考え られている 。

3. 井戸跡 （図版第 6図 第6図）

二n梨の屋敷内の 3本の井Ii跡はいすれも！］径か 1mに渦たない索掘 1)の井戸であ った

第 1りは49Gの束南に位附し、周圃には P22をはじめ村・：穴か多 くあった。深さ約1.7 mの井戸

の底には杉やシダ没(iなどの柏物逍1本ガ落ち込んていた この中に板•'?囮 （第16図 1)等の木

製品か混じ っていた

第2号は第 1号建物跡との関係か考-J.i他される位附にあり、深さ約2.7mと3本の井） 1の中で

蔽も i応ヽ井戸である 加 i内の底1(1iから 1mはどの,-_部までの間には、梅 ・柿 ・Ml桃 ・栗な

どの柾 fや、杉 • 松 ・ シダf(i などの植物追体か充協していた 。 その贔は 34 X 54 X 15cmのヽ 1:)j

体容器で6箱にもな った この中には建物の材と思われる木製品も多址に含まれていた 多

:,: ―ーの建物の材が井戸内にあ ったということは、焼失したと思われる第 1号建物跡との関係を

なお一屑考えなけiLばならなし、た ろう

第3号は48Gの杭の近くに位岡する 11:戸て、 1j:1i内には第 1・2号のように柚物遺体はみ

らiしなか った。ただ、常滑系陶器のりりの破片と、北末の茄祐辿'i{か 1枚出,-.しただけである 。

4. 堀跡 （図版第 6図第6l'i{]) 

芝闘梨の屋放を囲むと思われる束西の堀は、調

介も終わりに近くな った頃に発見された。 2本の

堀ともに地山面では難しく、調ft用排水路の断面

を再検討した際に発兄された これはいずれも地

Lli Lか枇じ った士砂が堀の I・.府からドにかけて入

っているので、地山1(1iとの述しヽを判断できなか っ

たためである この地山枇じり の 1-.砂は堀内に厚

＜堆柏しており、 1・1然に人り込んだとは考えに〈

い むしろ、届敷内11!1]にi'.見の存イ［か推測され、

=.n梨の印孜を坪地する際に I・獄を取リ壊して堀

に.l'!!.めた I'.砂と考えることも出米よう 。堀の深さ

が50-60cmと浅く、堀伽も飛び越えらiLるような

ものであることからも !・_l代の11:{1か考應される 。
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N. 遺 物

第2次調介で出土した逍物は中世の青磁や瀬戸焼きなどの国内外産の陶磁器か主体的で、

外に瓦質雑器、石製品、 金具、それに井戸跡からの木製品かある 。これらは 中世のもので、

礎石建物と同じ近世の産は有田焼きなどの磁器類と究永通宝だけで、 出土屈も多くは ない ，

I. 中国産陶磁器 （図版第 7図1~33 第7図 1~17) 

三貫梨で出土した 中国陶磁器は青磁 ・白磁 ・染め付け ・天目の4種類で、 中でも青磁の碗

の出土量が群をぬいていた。

(I) 青磁 （図版第 7図 1~19 第7図 1~11) 

出土した青磁の種類と凪は （破片点数であるが）碗か82点、盤か 1点、香炉 3点それに器台

~ 
~~ 

ロ ロ

＼ 

ロニ7, 〗I 0 □ -~, 
~I ~ 三冒

口 ＝
16 ロニェ三］。

＼こ22

乃“
二

＼
 

ミニl三

~ 

r ゴ『19

こ 21

~ id8cm 

第 7図 青磁(1~11) ・白磁(12~15) ・天目 (16• 17)・瀬戸系陶器(18~22)
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の4種類87点である 第 7図 1-7 (図版第 7図 1-14)は材磁の碗で、胎土は灰色で、薄

緑色の釉がかかっている 1・2は口縁から体部の破片で、 1は口緑がやや外反し、玉緑状

にな っている 三貫梨の青磁は玉縁状の口緑をもつことが多い（図版第 7図 3- 8)。 5は

内底面にスタンフ文かみられるもので、 15世紀段階のものであろう。 1・2も内底面にスタ

ン7文が入ることが多い 図版第 7図 1・2は外面に線彫りによる肉厚風の連弁文が付いた

碗である 。この手法は15世紀前半のものと考えられている 。小さい破片であるが、 15世紀中

ごろと思われる平面的な線彫りによる出文と運弁文の碗も出土している 。第 7図 7はこれま

での碗より幾分大きい碗で、高台が条lj落している 。第 7図 8 (図版第 7図15)は高台の外側

か内側に傾、斜している盤で、高台の様子から15世紀中ごろと思われる 第 7図 9 (図版第 7

図16)は15世紀段階の筒香炉で、内面の釉は口緑部だけにかけられている 。10(図版第 7図

17)は外面に尊木文かみられる香炉である 図版第 7図19は華瓶もし〈は香炉を載せる透か

し彫りの器台である 11 (図版第 7図18)は小さい碗か、香炉で、香炉とすれば先の器台に

入るようなものである 。

(2) 白磁 （図版第 7図20-28 第 7図12-15)

三n梨出土の白磁は皿 9 (図版第 7図20-28 第 7図12-15)、菊皿 1(図版第 7図27)、

角坪 1 (図版第 7図28)の11点である 。皿は薄手に作られており、口縁はかなり先細り （第

7図12・13)で、浅い。また、高台（第 7図14・15)はきれいに面取り されている 。菊皿は

内底面に菊の型押しがある 。角坪はやや波状の口縁より若干下から縦に面取 りされている 。

菊皿、角坪それにilllの一部は白磁とはいえ 、若干茶色がか っていた。白磁はいずれも 15世紀

段階のものである 。

(3) 染め付け （図版第 7図29)

三刊梨出土の中国産と思われる染め付けは、図示した茶碗の底部破片と、 外にこれも茶碗

と思われる口緑部の 1点かあるだけで、数は少ない 底部の高台は削り出しかと思われる

いずれも 内地にコバルト色の沿淡を使 って文様か描かれている 三買梨出土の染め付けは 2

点とも 15世紀後半と思われる

(4) 天目 （図版第 7図30-33 第 7図16・17)

キメか細か〈座くしま っている胎土に、鉄釉かかか っている 。胎土の色調は灰色か基調で、

中には白に近い灰色もあ った。鉄釉のかかりは、内面は 内底面にまで及んでいるか、外面は

体下半までで、底面には及んでいない。第7図16は底部の高台部分か欠けている破片で、ロ

緑の下に指先の押えによる整形で発部のクビレか作出されている 。第 7図17の高台は削り出

しである 。なお、天日の出土術は 9点で、固一個体と思われるものも含んでいる

中国産の陶磁器はこれまでも触れてきたように、 15世紀の前半のもの （図版第 7固 2の行

磁の碗）から後半の染め付けまで、 15世紀段階のものが主体的である c

-10-



2. 国内産陶磁器 （図版第 7図34-52、図版第 8図 第7因18-22、第8-10図）

国内産陶磁器には瀬戸系陶器、珠洲系陶器、常滑系陶器かある 。中でも珠洲系陶器の出土

醤が112と、三貫梨出土の陶磁器では最も多い出土贔である 。

(I) 瀬戸系陶器 （図版第 7図34-52 第7図18-22)

三n梨で出土した瀬戸系陶器は、淡い緑色の釉（灰釉）がかかり、キメが粗い胎土のもの

が多い。第7図18(図版第 7図34)は口縁を大きく外反させ、さらに口唇部を外方に耳状に

波をうたせている菊1ll1で、口緑の一部を少し欠けただけのものである。灰釉は内外底面や高

台にまで丁寧にかかり、釉のヒビとあいまって淡い緑色を醸し出している。瀬戸の菊皿の出

土はこの 1点だけである 。この菊皿は15世紀段階のものであろう 。図版第 7図35は口縁部だ

けに釉をかけてお〈「縁釉の小皿」で、室町時代の特徴を示す15世紀のものである 。図版第

7図36-43は平鉢で、 25点出土の瀬戸系陶器の内で14点と、過半数以上の出土例の器形であ

る。36・37は口縁部破片で、他は体部破片である 。平鉢の口縁部内面には蓋受けのような凸

体が 1本回 っている 外面はこの凸帯のところから外方に折れ曲かっている 。43は内面にオ

ロシ目か入っている体下部の破片である 。三貫梨出土の平鉢は41にみられるように体下半に

までは灰釉がかかっていないものか多い。平鉢も 15世紀段階のものである 。なお、瀬戸の碗

は小さい体部破片が 1点出土している 。

第7図19(図版第 7図45)は大き 〈 「く」字に折り曲がっている香炉で、釉の塗布は外面

が残存部全面に、内面は口唇部だけである 。香炉は15世紀段階と思われるこの 1点だけであ

る。第7図21(図版第 7図46)は内面に体部への立ち上り部分が、剥落した痕跡がある仏華

瓶の底部破片である 。底部の切り離しは回転糸切りによる 。なお、灰釉は内面中央と外面に

点々と、それも釉がこぽれたかの様に付いているだけある 。図版第 7図47は筒状の破片で、

灰釉が外面だけで、内面にかか っていないことから大型の仏華瓶と思われる 。仏華瓶の出土

はこの 2点である 。第7図20(図版第 7図44)は内底面の緑と外面の一部に釉がかか ってい

る筒状の壺である 。高台は浅く、削り出しである 。この壺は胎土のキメが粗〈、灰色を呈し、

かか っている釉も薄い緑色であることなどから瀬戸焼きに近いものと考えられる 。壺はこの

外に 1点あるだけである 。

これまでは瀬戸系陶器でも灰釉のものをみてきたか、三貫梨では鉄釉の瀬戸天目や片口の

鉢も出土している 。天目 （図版第 7図48-50 第7図22)は8点出土している 。瀬戸天目は

外底面にまで鉄釉かかか っている 。また、胎土は肌色で、キメが粗い。 中国産の天目とは鉄

釉の裕布面およぴ胎土に違いかみられる 。この瀬戸天目は15世紀段階の産である 。片口の鉢

（図版第 7図51・52)は口縁が垂直に立っている 。片口は注口を半分に切 ったように細長い。

胎土は他の瀬戸系陶器と同じ〈肌色もし くは灰色で、柔らか 〈、キメも粗い。鉄釉の冷布面

は外面では口縁直下までで、内面は残存部全面に渡っている 。

-11-
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(2) 珠洲系陶器 （図版第 8図 1-21 第8-10図）

勁灰色を呈し、叩き締め技法の痕跡を残し、珠洲焼きに類似し、新潟県内から多くの出土

例がある中世の陶器をここでは珠洲系陶器とした。中には珠洲焼きそのものも含まれている

可能性もある 。

第8図 1 (図版第 8図 1)は口縁が短く立ち上がる器形の壺で、いわゆる薬壺の類であろ

うか 3 叩き締めの痕跡はみられない。2は壺の肩の破片で、櫛描きによる波状文がある。壺

はこの外に12点出土している。壺としたうち、胴部破片については叩き締め痕跡がないものを

以て壺とした。次に述べる猥の範疇にいれた叩き目の土器で、壺の仲間があると思われるが、

口

b _l;gcm 

第10図珠洲系陶器（摺鉢）
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ここでは叩き目の有無によ って、壺と猥とに分類した。甕と思われる破片は70点である 。

第8図3-6は猥の口縁から肩にかけての破片で、 3・4は口緑がやや玉緑状を呈し、「〈 」

字状に外反する器形である 。5も 「〈」字状に外反する器形であるが、口縁が若干角張って

いる ，6の口縁は玉縁状を呈するが、 3-5のように肩が張らずに、ダラリと下る器形であ

る。 7-9は条線状叩き目痕が外面に残っている肩付近の破片である 。珠洲系陶器の甕に分

類した破片はこのように条線状叩き目痕が外面に、無文の叩き目痕が内面にみられる 。第8

図10-第9図は外面に条線状叩き目かある喪の胴部もし くは底部の破片である 。叩き締め具

の条痕にバラエティーがあるか、第9図29(図版第 8図10)で代表されるように胴部下半は

かなり条線か右下に傾いている 。そして、底部直上の条線は横にな っていることが多い。こ

れから考えると、第 9図25-28(図版第 8図 7-9)は底部近くの破片と思われる 。27は条

線が璽な っている部分の内面に粘土の繋目かみられる 。これは別作りの胴と底をつないだこ

とを示しているのであろうか。それも乾燥があまり進まない時につなぎ、粘土を叩いたので

あろう 。また、 29の内面はト ロトロとしており、珠洲系陶器の大型破片の再利用 で、砥石と

なったものと思われる 。

ロニ▽二万2~ニ~

こ二~~□三/

~d-言

＼こ5

文 ご 7

＼こコ~。

二二上二各

＼
 。一

こ』~
第11図かわらけ
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第10図 （図版第 8図11-21)は珠洲系陶器の摺鉢の破片で、 30点の破片が出土している 。

摺鉢は口唇部内面に櫛描き波状文をもつも のが多い （第10図 1-4)。第10図11・12は底部

破片で、切り離しは静止糸切りである 。なお、内面の卸目は 1が16本を 1単位、 11・12は9

本か 1単位と思われる 。珠洲焼きの摺鉢で口唇部内面に櫛描き波状文があるのは15世紀に多

いと言われている 。三貰梨出土の珠洲系陶器の摺鉢もこの頃に時間が求められるのではない

だろうか。

(3) 常滑系陶器 （図版第 8図22-25)

常滑系陶器としたのは、外面の叩き目がきれいに整形され、外面の色調が茶色を呈する陶

器で、産地同定ができなか ったものである 。常滑系陶器は39点出土しているか、いずれも甕

の胴部破片で、全体を知ることができなか った。なお、外面に自然釉がかかり、緑色 （図版

第8図22)もしくは薄緑色にな っているものもある 。また、常滑系陶器と分類した土器の外

面に白いプップツか浮いているものが多い （図版第 8図23-25)。胎土に含まれた石類が浮

いたものと思われる 。

3. かわらけ （図版第 9図 1-20 第11図）

いわゆる 「かわらけ」が全体で179点出土している 。第11図4は口縁部にススが付着してい

る灯明皿であろう 。かわらけの底部切り離しは回転糸切りによるものか多い （第11図8-

14)。三貰梨のかわらけを鎌倉旧市域出土のかわらけの分類 （註） に合わせて時間的な検

討を次に考えよう 。服部氏の分類に合わせると第11図7がII群の皿の外は、 I群の碗あるい

は坪の類であろう 。三貰梨のかわらけにrn-v群のかわらけかないこと 、5・7・10・12・ 

14が体部 ・底部壁ともに薄手であること、他が若干厚手であること等が特徴と言えよう 。薄

手のものは第 V期の、厚手のものは第VI期と 思われ、 15世紀段階のものと考えられる 。

火を入れておく火鉢等の瓦

質土器が12点出土している 。

(1) 

23 

土風呂 （図版第 9図21-

第12図 1-3) 

茶釜を載せるも ので、茶の

湯で使用する 。いずれも口縁

もし〈はそれに近い部分の破

片で、 2本の凸帯に囲まれた

中に文様がある 。 1は角張っ 第12図

土風呂(1~ 3) ・手あぶり (4) ・火鉢(5• 6)・瓦器(7)
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だ，i,知の、3は格 (-II(/)ij Iに化菱のスタンフ文か、 2は簾状の1:糸線か人 っている 1・3の

色，J,',jは1'1茶色で、2は、'.l.t.すんでし、t..:<_I・, 風呂は15I.It紀段階のものと息われる 、9

(2) 手あぶり （図版第 9l';l.124 第12図4)

11緑力守,:l'-1人Jfl!IJに折iL 1111かってしヽる却n
の土器で、黒色を見している 。つけられた

文様は_I・_から菊化文、辿珠の貼付、已文、

・,1;-文で、保J. 巴 ． •山はスタンフ文である 。

手あぶりは小さ〈て、文様か入り、朕きが

口
い．ぃ，
＇

b d2cm ::: す―- _J 2 

第13図硯

ある点から15世紀段階のものと思われる 。手あぶ I)はこの 1点だけである 。

(3) 火鉢 （図版第 9図25-29 第12図5・6)

第12図 5・6は火鉢の口緑部、もしくは LI緑部に近い破）'i'で、 6は口緑が外反するものと

思われる C 図版第 9図27-29は火鉢の胴から底の販）『である 。火鉢は 6点出土している 。何

れも素焼で、赤褐色に変色している C

が、

(4) 

6は隆線で区画された上部には菊花文、下部には唐草文のスタンプ文かみられる。

瓦器 （図版第 9図31・ 32

なお、

第12図 7)

器形が不明な土器で、第12図 7は底部よ

り上に凸帯か何か締め付けるようなもので

も巡っていたのであろうか、剥落痕の凹み

が一周している。上器は縦方向によ〈磨か

れ、内外面ともに黒色処理が施されていた。

5は花菱文と唐 y：文との繰り返しのスタンプ文

2
 

可
l
|
l□

..9

ー
[
/
〗
]
1第14図

□[ 
b ~ cm 

砥石

5. 石製品 （図版第 9図33-43 第13・14図）

硯等の石製品が12点出土した。何れも中世の製品であろう 。

(1) 硯 （図版第 9図33-36 第13図）

硯は 4点出土している 。いすれも上辺より下辺が短い、 という特徴がある 。この特徴は中

世の硯にみられるもので、三貫梨の硯も中世のものと 言えよう 。第13図 1 （図版第 9固35)

は海の部分の破片で、

の部分の破片である 。

ご〈細〈て浅い線が硯の縁に沿って入っていた。他は品を指下ろす陸

(2) 砥石 （図版第 9図37-41 第14図）

薄くて細い砥石が6点ある 。砥石は現在でも畑仕事などの牒作叢ではよ く使

用されるもので、時間的な判断は難しいか、鎌介市域の調介例から孔1jしい.'!:で中

世の所産と思われる 。砥石は柔らかい石を使用していた。

o
l
虚

-

2
1
 

了
◎
廿
打
い
い
第

鋸製掛け金具
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(3) 石皿 （図版第 9図42・43)

硯や砥石とは異なり、硬い石で出来たもので、縄文時代の石皿に似ているところから便宜

的に石皿とした。名称 ・用途ともに不明な石製品である 。 もちろん、中世のものであるのか

も不明である 。残存する破片は 2.点で、 2.点とも原刑は楕円形であ ったのではないかと思わ

れるように破損していた 底部はやや丸みを帯び、縁か高くせり上がっていた。これは穀類

などを摺沿すためのも のであろ うか。

6. 金属製品 （図版第

9図44-46 第15図）

柱穴からの出土品で

中世のものであろう 。

第15図 （図版第 9図44

・45)は銅製の環状掛

け金具で、 1は丸みか

あり、 2は平べったい

金具である 。46は名称

不明のも ので、いくつ

かの金具かかたま って

いるものと思われる 。

7. 木製図 （図版第10

図 1-14 第16図）

井戸跡の項でも述べ

たか、多〈の木製品か

号井戸跡からは全く出

土しなかった。

第16図 1は板草履で

鎌倉市域出土例のよう

な板草履の中心線での

‘ 

n 

孔°

植物遺体と 共に出土し

ている 。特に第 2号井
-Iトロ

戸は全体掘の95%以上

にも上る 。なお、第 3

~ 

Cコ

―''一〇
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第16図木製図
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割れ目はみられない。特に爪先の鼻緒の穴近〈に割れ線かな〈、鎌倉とは異なり、 一枚板で

作ったと思われる 。鼻緒の穴は爪先にある 2個 1対の 5111111以下の大きさの穴で、左右の目は

ぎれいに切り込まれている 。第 1号井戸跡出土である 。なお、第 1号井戸跡出土品は図版第

10図 2-4 (第16図 8)の箸状のものかあるだけである。箸状の木製品は第 2号からも出土

している （図版第10図 8-10 第16図6・7)。これは屋根を荘〈ときに使用する止め櫛か

と考えられる。第16図 2 (図版第10図5)は曲げ物の蓋か。 3も蓋であろうか。4 (図版第

10図12)には曲線的に切込みがあり、井戸の蓋であろうか。5 (図版第10図7)は先端が丸

く、下の方が角張っている棒状のもので、先端部の形状から何かの軸かと思われる 。図版第

10図13はホゾ穴が開いている角材である 。天か地で柱等を支えたものであろう 。井戸跡出土

の木製品は充分な検討を加えなかったこともあって、名称 ・用途等が不明なものが多い。図

版第10図14もそのひとつで、楕円状の材としか理解できなかった。

なお、図版第10図15・16は柱材で、 15はP40、16はP79の柱である 。柱はこの外にも多く

あるが、代表的なものとしてこの 2本を掲載した。柱の端部は斧もし〈は手斧状のエ具で切

リ取られている 。

8. 銭貨 （第17図）

銭貨は全部で13枚出土した。その多くは寛氷通宝で、

11枚出土している （第17図 2- 4)。外には嘉祐通宝が

1枚第 3号井戸跡の下層から出土し、もう 1枚は面の汚

れで、銭種は不明である 。第 3号井戸跡出土の嘉祐通宝

はいわゆる北宋銭で、第 3号井戸が中世のものであるこ

とを裏付けている 。

9. 近世陶磁器 （図版第10図17-26)

第17図銭貨

これまでみてきた三貫梨遺跡第 2次調査出土品は、はとんどが中世のものである 。近世の

出土品は銭貨の外に、これから紹介する陶磁器があるだけである 。近世磁器は18世紀以降の

有田焼きが主体的で、出土量は全体でコンテナ 1/3分である 。図版第10図17-19は薄い茶

褐色の地に〈すんだコバルト色の絵が描かれている 。京焼き風の磁器である 。20-22は唐津

焼きで、 20は水色かか った灰色の釉が高台内の外底面を除いてかか っている碗である 。21・22

は波状に釉薬をかけている湯呑であろう 。23・24は銅緑釉の碗で、 17世紀の佐賀産のもので

あろう 。25は薄水色を呈する香炉で、 18世紀の有田焼きである 。有田の香炉はこの外に 2点

出土している 。26は仏欺などにご飯をお供えする仏飯器で、 18世紀以降の有田焼きである 。

註 服部実喜「鎌倉旧市域出土の中世土師質土器」 『中近世土器の基礎的研究』所収昭和60年
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V. ま と め

三闘梨逍跡第 2次調介地はfぷ，iもの大銀杏の付近で、束西の堀に 1叶まれた中に掘立柱式建物

跡 1、礎石柱建物跡 2、井戸跡 3それに多数の村穴が発見された ．、 この内、礎イi村建物跡は

前に述べたように近世の地蔵堂であろうと思われる •- 外の掘立柱式建物跡 • 井戸跡などは出

土逍物から中世の遺構と考えられる :ここではこの中世の追構を中心に杓えて行くことにし

たし、：

中世の遺構はほとんどか約86111の距離をおいた堀で囲まれているが、これは取りも直さず

ー単位の屋敷内を区画しているといえよう 。か、調査範囲がバイパス法線に限定されている

ため、南北の堀についての調在は出来なかった。 しかし、南は栖吉川に面する崖か、北は人・

銀杏の北に入る沢が、それぞれ天然の堀にな っていたのではないだろうか。この間の距離は

約100mで、三貫梨の屋敷は約8,600平方メートルの面柏を持っていたと考えられる 。

次にこの屋敷の性格を検討しよう こ屋敷内からは青磁の碗、白磁、香炉、仏華瓶、硯など

が出土している 。 また、茶道で使用する土風呂や天目の出土も注目される C これらはこの屋

敷が中世の武家もしくは名主クラス、あるいは寺院などが考えられる 。その中でも、香炉か

複数出土していることから、三貫梨の屋敷はどちらかといえば、寺院跡に近い性格のものと

思われる 。 しかし、より明確な仏具などの遺物が出土していないこともあ って、積極的に寺

院跡とする決め手を欠いている 。 ところで、第 1号建物踪には柱の燃え残＇）があり、火災に

あったと思われる。火災の原因は過失による失火、戦の兵火、放火などが考えられる 。その

外に、 中世の紛争解決の作法にのっと った場合もあろう （註 1)。いずれにしても寺院に近

い性格を持つ三貰梨の屋敷は、 1棟が火を受けて焼失し、その際にはご〈近〈にある第 2号

井戸跡も燃えてしまった可能性もあろう 。

また、三貰梨の屋敷は中世と推測されるが、より細かな時間は青磁の碗の多くや、瀬戸焼

き、珠洲系陶器の摺鉢、白磁、天目、かわらけ等の土器類や、土風呂などの年代観が15世紀

の中に含まれる ことから、この頃に求められよう。 15世紀といえば、栖吉地区に関係する歴

史的な概略は、古志長尾氏が蔵王堂城からその根拠地を栖吉に移す直前で、伝説の金原大膳

につうずる金原新右兵衛の名が出るのが15世紀後半であること、それに三闘梨り砂＇以が 15世紀

から16世紀にかけてであることなどは、第 1次調査の報告書 （註 2)でみた辿リである 。

三貫梨第 2次調査で発見された屋敷についての充分な検討を加えることは出米なかったが、

ここでは15世紀段階の寺院に近い性格をもつ屋敷跡であるとだけ、伝えるにとどめたい。

註 1 藤木久志「身代り ・わびごとの作法」月刊百科6 No.284 昭和61年

註 2 駒形敏朗他「三貫梨遺跡ー第 1次発掘調査ー」長岡市教育委員会 昭和61年
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図版第 6図

第 1号井戸跡 第 3号井戸跡
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